
(57)【要約】

【課題】高精度のレプリカ型を短期間で複数個製作する

ことを可能とし、かつ、耐熱性が良好で硬度の高い成形

面を有するレンズ成形用レプリカ型の製造方法を得る。

【解決手段】凸形状の基準面２を有するマスター型１を

作製する工程１と、基準面２上に剥離用カーボン膜３を

成膜する工程２と、該カーボン膜３上にＳｉＣ膜４を成

膜する工程４と、ＳｉＣ膜４の表面を整形する工程４と

、ＳｉＣ膜４上に基材５を接合する工程５と、ＳｉＣ膜

４と接合した基材５をマスター型１から剥離する工程６

と、カーボン膜３を除去する工程７と、を備えたレンズ

成形用レプリカ型の製造方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
凸 形 状 の 基 準 面 を 有 す る マ ス タ ー 型 を 作 製 す る 工 程 と 、
前 記 マ ス タ ー 型 の 基 準 面 に Ｓ ｉ Ｃ 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
前 記 Ｓ ｉ Ｃ 膜 上 に レ プ リ カ 型 と な る 基 材 を 接 合 す る 工 程 と 、
Ｓ ｉ Ｃ 膜 と 接 合 し た 基 材 を 前 記 マ ス タ ー 型 か ら 剥 離 す る 工 程 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 前 記 Ｓ ｉ Ｃ 膜 を 成 膜 す る 前 に 、 前 記 マ ス タ ー 型 の 基 準 面 上 に 剥 離 用 膜 を 成 膜 す る
工 程 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 マ ス タ ー 型 は Ｓ ｉ Ｃ 又 は Ｗ Ｃ に て 作 製 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 マ ス タ ー 型 は グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン に て 作 製 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ に 記 載 の レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 材 は Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 又 は Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ に て 作 製 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項
２ 、 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 、 特 に 、 周 辺 傾 斜 角 が 大 き い 凸 形 状 の 光 学
面 を 有 す る レ ン ズ を 成 形 す る た め の レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 と 課 題 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ 用 ガ ラ ス 製 光 学 素 子 は 光 学 面 の 形 状 に 高 精 度 が 求 め ら れ て お り 、 そ
の 成 形 に 使 用 す る セ ラ ミ ッ ク 製 金 型 を よ り 高 精 度 で 、 か つ 、 短 時 間 で 加 工 す る 必 要 に 迫 ら
れ て い る 。 特 に 、 青 色 光 ピ ッ ク ア ッ プ 用 対 物 レ ン ズ は 光 学 面 の 周 辺 傾 斜 角 が ６ ０ ° 以 上 の
著 し い 凸 形 状 で あ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 周 辺 傾 斜 角 が ６ ０ ° 以 上 の 凸 形 状 の レ ン ズ を 成 形 す る た め の 金 型 は 、 深 い 凹 形
状 を 有 す る 耐 熱 性 の 硬 脆 材 料 （ 通 常 、 Ｗ Ｃ が 用 い ら れ る ） か ら な る た め 、 一 般 的 な 研 削 加
工 で は 工 具 レ イ ア ウ ト の 関 係 か ら 高 精 度 で の 仕 上 げ が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 工 具 レ イ ア ウ ト の 関 係 と は 、 凹 形 状 の 研 削 加 工 で は 、 研 削 面 の 内 部 に 工 具 （ 砥 石 ） を
配 置 し な け れ ば な ら ず 、 必 然 的 に 、 工 具 は 小 さ く て 細 い も の を 使 用 す る こ と に な る こ と を
い う 。 そ の 結 果 、 工 具 の 剛 性 の 低 下 や 摩 耗 の 増 大 を 招 い て 加 工 精 度 が 劣 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ で 、 研 削 加 工 に よ ら ず 、 転 写 に よ っ て 成 形 面 （ 自 由 曲 面 多 面 体 ） を 形 成 し た レ プ リ
カ 型 及 び そ の 製 造 方 法 が 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 但 し 、 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 の レ
プ リ カ 型 は 、 必 ず し も 高 温 で の 使 用 に 耐 え 得 る も の で は な く 、 ま た 、 量 産 に 適 し た も の で
は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 高 精 度 の レ プ リ カ 型 を 短 期 間 で 複 数 個 製 作 す る こ と を 可 能 と し
、 か つ 、 耐 熱 性 が 良 好 で 硬 度 の 高 い 成 形 面 を 有 す る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 】
以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 は 、 凸 形 状
の 基 準 面 を 有 す る マ ス タ ー 型 を 作 製 す る 工 程 と 、 前 記 マ ス タ ー 型 の 基 準 面 に Ｓ ｉ Ｃ 膜 を 成
膜 す る 工 程 と 、 前 記 Ｓ ｉ Ｃ 膜 上 に レ プ リ カ 型 と な る 基 材 を 接 合 す る 工 程 と 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 と 接
合 し た 基 材 を 前 記 マ ス タ ー 型 か ら 剥 離 す る 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に お い て は 、 レ プ リ カ 型 の 成 形 面 が 凹 形 状 で あ る こ と に 対 応 し て 、
マ ス タ ー 型 は 凸 形 状 で あ り 、 凸 形 状 の 研 削 加 工 は 工 具 の レ イ ア ウ ト に よ る 問 題 は な く 、 周
辺 傾 斜 角 が ６ ０ ° 以 上 の 凸 形 状 で あ っ て も 精 度 よ く 加 工 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ れ ゆ え
、 マ ス タ ー 型 の 凸 形 状 を 転 写 し た レ プ リ カ 型 の 成 形 面 も 高 精 度 に な り 、 か つ 、 転 写 法 で あ
る た め に 短 期 間 で 複 数 個 の レ プ リ カ 型 を 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に お い て は 、 マ ス タ ー 型 の 基 準 面 に は Ｓ ｉ Ｃ 膜 を 成 膜 し 、 該
Ｓ ｉ Ｃ 膜 が レ プ リ カ 型 の 成 形 面 を 構 成 す る 。 Ｓ ｉ Ｃ 膜 は 耐 熱 性 に 優 れ 、 高 硬 度 で あ る た め
、 ガ ラ ス レ ン ズ の 成 形 に 好 適 な レ プ リ カ 型 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 に お い て は 、 さ ら に 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 を 成 膜 す る 前 に 、 マ ス タ ー 型 の 基 準
面 上 に 剥 離 用 膜 を 成 膜 す る 工 程 を 備 え て い て も よ い 。 剥 離 用 膜 を 成 膜 し て お け ば 、 マ ス タ
ー 型 か ら レ プ リ カ 型 を 分 離 す る 際 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 が マ ス タ ー 型 か ら 容 易 に 剥 離 す る 。 こ の 剥 離
用 膜 は 、 例 え ば 、 カ ー ボ ン 膜 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 マ ス タ ー 型 は 耐 熱 性 材 料 に て 作 製 す る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 、 Ｓ ｉ Ｃ 又 は Ｗ Ｃ を 用
い る こ と が で き る 。 剥 離 用 膜 や Ｓ ｉ Ｃ 膜 の 蒸 着 に よ る 成 膜 条 件 が 数 百 度 の 高 温 で あ る こ と
か ら 、 マ ス タ ー 型 に は 耐 熱 性 材 料 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 マ ス タ ー 型 は グ ラ ッ
シ ー カ ー ボ ン に て 作 製 し て も よ い 。 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン は 加 工 が 容 易 で あ り 、 前 記 剥 離 用
膜 を 成 膜 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 基 材 は Ｓ ｉ Ｃ 膜 と 同 等 の 熱 膨 張 係 数 の 材 料 か ら な る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 、
Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 又 は Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ を 用 い る こ と が で き る 。 熱 膨 張 係 数 が 等 し い か ほ ぼ 等 し け れ
ば 、 基 材 と Ｓ ｉ Ｃ 膜 と の 間 に 熱 ス ト レ ス が 発 生 す る こ と を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 記 マ ス タ ー 型 の 基 準 面 は そ の 周 辺 傾 斜 角 が ６ ０ ° 以 上 の 凸 形 状 で あ る 。 こ れ に よ
り 、 周 辺 傾 斜 角 の 大 き い 光 ピ ッ ク ア ッ プ 用 レ ン ズ を 精 度 よ く 量 産 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 の 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を
参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 係 る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 の 一 実 施 形 態 を 図 １ に 示 す 。 こ の 一 実 施
形 態 は 、 本 発 明 者 ら に よ っ て 行 わ れ た レ プ リ カ 型 の 試 作 工 程 で も あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま ず 、 工 程 １ と し て 、 マ ス タ ー 型 １ を 作 製 す る 。 材 料 と し て は 、 Ｓ ｉ Ｃ （ シ リ コ ン カ ー バ
イ ド 、 炭 化 珪 素 ） や Ｗ Ｃ （ タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド ） な ど の 耐 熱 性 材 料 を 用 い 、 凸 形 状 を
な す 基 準 面 ２ を 加 工 す る 。 基 準 面 ２ は 、 最 終 製 品 で あ る 光 学 レ ン ズ の レ ン ズ 面 に 対 応 す る
も の で 、 周 辺 傾 斜 角 θ が ６ ０ ° 以 上 の 非 球 面 で あ り 、 半 径 は 例 え ば ２ ． ７ ｍ ｍ 程 度 で あ る
。 但 し 、 必 ず し も 非 球 面 で あ る 必 要 は な い 。 基 準 面 ２ は 表 面 粗 さ が Ｒ ｚ ２ ０ ｎ ｍ 以 下 の 鏡
面 に 加 工 し た 。 Ｒ ｚ は 最 大 高 さ で あ り 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｂ ０ ６ ０ １ － ２ ０ ０ １ で 定 義 さ れ て い る 。
加 工 は 必 要 な 表 面 粗 さ を 達 成 可 能 で あ れ ば 種 々 の 方 法 を 採 用 す る こ と が で き 、 本 試 作 で は
砥 石 に よ る 研 削 加 工 を 採 用 し た 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
マ ス タ ー 型 １ の 基 準 面 ２ は 凸 形 状 で あ る た め 、 凹 形 状 に 比 べ て 工 具 の レ イ ア ウ ト に 制 約 が
な く 、 周 辺 傾 斜 角 θ が ６ ０ ° 以 上 で あ っ て も 精 度 よ く 鏡 面 に 加 工 す る こ と が で き る 。 マ ス
タ ー 型 １ に 耐 熱 性 材 料 を 使 用 す る の は 、 後 工 程 で あ る 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ や Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の
成 膜 条 件 で あ る 数 百 度 の 高 温 に 十 分 に 耐 え る こ と を 考 慮 し て の こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 マ ス タ ー 型 １ の 材 料 と し て は 、 前 記 Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 以 外 に も 種 々 の 耐 熱 性 材 料 を 使 用
す る こ と が で き 、 あ る い は 、 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン を 使 用 し て も よ い 。 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン
で あ れ ば 、 基 準 面 ２ の 加 工 が 容 易 で あ り 、 か つ 、 次 工 程 で あ る 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ の 成 膜
を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 工 程 ２ と し て 、 前 記 マ ス タ ー 型 １ の 基 準 面 ２ 上 に 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ を 蒸 着 に よ っ
て 成 膜 す る 。 具 体 的 に は 、 マ ス タ ー 型 １ を 洗 浄 後 、 真 空 チ ャ ン バ ー 内 に セ ッ ト し て 真 空 度
２ × １ ０ － ５ Ｐ ａ ま で 真 空 引 き し 、 マ ス タ ー 型 １ を ４ ０ ０ ℃ に 加 熱 し た 状 態 で 基 準 面 ２ 上
に カ ー ボ ン を Ｐ Ｖ Ｄ （ Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｖ ａ ｐ ｏ ｒ Ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 法 に よ り ３
０ オ ン グ ス ト ロ ー ム の 厚 さ に 成 膜 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 工 程 ３ と し て 、 前 記 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ 上 に Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ を 蒸 着 に よ っ て 成 膜 す る 。
具 体 的 に は 、 前 記 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ 上 に Ｓ ｉ Ｃ を Ｃ Ｖ Ｄ （ Ｃ ｈ ｅ ｍ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｖ ａ ｐ ｏ
ｒ 　 Ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ） 法 に よ り 数 百 μ ｍ の 厚 さ に 蒸 着 し た 。 仮 に 、 燒 結 で 成 膜 す
る と 組 織 が ポ ー ラ ス （ 多 孔 質 ） 状 に な り 、 レ ン ズ 成 形 時 に ガ ラ ス が ポ ー ラ ス 侵 入 し て 融 着
す る 。 蒸 着 膜 で は こ の よ う な 不 具 合 を 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 工 程 ４ と し て 、 前 記 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の 表 面 を 接 合 す る 基 材 ５ の 形 状 に 合 う よ う に 、 研 削
あ る い は 切 削 に よ り 整 形 す る 。 即 ち 、 基 材 ５ の 接 合 面 曲 率 半 径 に 合 う よ う に Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の
表 面 を 整 形 し 、 表 面 粗 さ を Ｒ ａ １ ０ ｎ ｍ 以 下 に 仕 上 げ た 。 Ｒ ａ は 算 術 平 均 高 さ で あ り 、 Ｊ
Ｉ Ｓ Ｂ ０ ６ ０ １ － ２ ０ ０ １ で 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 工 程 ５ と し て 、 基 材 ５ を 前 記 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ に 接 合 す る 。 接 着 剤 と し て は カ ー ボ ン 接 着
剤 、 セ ラ ミ ッ ク 接 着 剤 な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 熱 膨 張 係 数 ４ ． ３ × １
０ － ６ ／ Ｋ 程 度 の ア ル ミ ナ を 主 成 分 と す る セ ラ ミ ッ ク 接 着 剤 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
基 材 ５ の 材 料 と し て は 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ と 同 等 の 熱 膨 張 係 数 の 材 料 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い
。 こ の よ う な 材 料 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 基 材 ５ と Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ と の 間 に 熱 ス ト レ ス が 発
生 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｗ Ｃ や Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ （ 窒 化 珪 素 ） を 使 用 す れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｓ ｉ Ｃ の 熱 膨 張 係 数 は 約 ４ ． ５ × １ ０ － ６ ／ Ｋ 、 Ｗ Ｃ の 熱 膨 張 係 数 は ５ ～ ７ × １ ０ － ６ ／
Ｋ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ の 熱 膨 張 係 数 は 約 ３ ． ５ × １ ０ － ６ ／ Ｋ で あ る 。 な お 、 Ｗ Ｃ は 焼 結 体 で あ
る た め 、 粒 度 や 組 成 に よ っ て そ の 熱 膨 張 係 数 が 若 干 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 工 程 ６ と し て 、 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ に 引 張 り 応 力 を 加 え 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ と 接 合 し た 基
材 ５ を マ ス タ ー 型 １ か ら 剥 離 す る 。 基 材 ５ を ク ラ ン プ し 、 基 準 面 ２ の 中 心 に 対 し て 垂 直 方
向 に 力 を か け て 引 っ 張 り 、 剥 離 し た 。 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ の マ ス タ ー 型 １ に 対 す る 密 着 力
が 弱 い た め に 簡 単 に 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 工 程 ７ と し て 、 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜 ３ を 除 去 す る 。 具 体 的 に は 、 ５ 分 間 ア ッ シ ン グ す
る こ と に よ り 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ に 付 着 し て い る カ ー ボ ン 膜 ３ を 除 去 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 工 程 １ ～ ７ に よ っ て 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の 凹 面 を 成 形 面 と す る レ プ リ カ 型 ６ を 得 る こ と が
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で き る 。 こ の レ プ リ カ 型 ６ は ガ ラ ス あ る い は プ ラ ス チ ッ ク の レ ン ズ を プ レ ス 成 形 す る 際 の
金 型 と し て 使 用 さ れ る 。 こ の 場 合 、 Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の 凹 面 が 成 形 面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の 製 造 方 法 に お い て 、 一 つ の マ ス タ ー 型 １ を 作 製 し て お け ば 、 複 数 の レ プ リ カ 型 ６ を
短 時 間 で 製 作 す る こ と が で き る 。 マ ス タ ー 型 １ の 基 準 面 ２ は 凸 形 状 で あ る こ と か ら 高 い 精
度 で 加 工 す る こ と が で き 、 ひ い て は 、 レ プ リ カ 型 ６ に お い て Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ の 成 形 面 の 精 度 も
高 く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
レ ン ズ の 成 形 面 と し て 使 用 さ れ る Ｓ ｉ Ｃ 膜 ４ は 耐 熱 性 に 優 れ 、 高 硬 度 で あ る こ と か ら 、 レ
プ リ カ 型 ６ は ガ ラ ス レ ン ズ の 成 形 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 す る も の で
は な く 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
特 に 、 マ ス タ ー 型 、 剥 離 用 膜 、 基 材 の 材 料 、 及 び Ｓ ｉ Ｃ 膜 と 基 材 と の 接 着 剤 の 種 類 は 前 記
実 施 形 態 に 示 し た も の 以 外 に 種 々 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 マ ス タ ー 型 や 基
材 の 形 状 や 構 造 の 細 部 は 任 意 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る レ ン ズ 成 形 用 レ プ リ カ 型 の 製 造 方 法 の 一 実 施 形 態 を 工 程 順 に し め す
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … マ ス タ ー 型
２ … 基 準 面
３ … 剥 離 用 カ ー ボ ン 膜
４ … Ｓ ｉ Ｃ 膜
５ … 基 材
６ … レ プ リ カ 型
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【 図 １ 】
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